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 12月14日(木)３年生による課題研究発表会を行いました。 

 この課題研究発表会は、３年生の科目「課題研究」で取り組んだ成果を発表し、地域の方々へ高校生の取り

組みを理解してもらうことや、下級生に対して地域課題の意識付けをすることなどを目的としています。 

 ちなみに、科目「課題研究」は３年生の一人一人が自らの興味・関心を｢やりたいこと(Will)｣、｢社会が求

めていること(Need)｣、｢自分ができること(Can)｣の３つを意識しながらテーマを導き出し、探究活動を行う授

業です。探究活動においては、生徒が考えた研究テーマと連携可能な方々を地域コーディネーターに仲介して

もらい、地域の方々との連携・協働やアドバイスを受けながら活動を進めてきました。 

 発表会では、学年から選ばれた12名が全校生徒、来賓、生徒の活動に携わった地域の方々の前で発表を行い

ました。発表は「食に関すること」、「運動に関すること」、「福祉に関すること」、「下川町の木材や身近

な材料を活用したモノ作りに関すること」など多岐にわたっています。高齢者向けのスマホ教室や高齢者施設

に出向き福祉ネイルを行う者、小、中学生へダンスや運動教室を企画、運営する者、下川町の木材でサッカー

ゴールづくりを行ったり、アクセサリーを製作し販売する者など、地域との関りを深めながら活動した様子を

発表していました。発表会の最後には、地域の方から講評を受け、生徒それぞれが、これまでの取り組みを振

り返ることもできました。この学びを社会に出てからの糧にして活躍してくれることを期待しています。 

 12月７日(木)本校１・２年生を対象に３年生による進路体験発表会を行い

ました。この取り組みは、進路教育の一環として行われているものです。 

今回は、下川中学校１年生の生徒さんも参加し、本校の進路活動に触れてい

ました。発表は、就職(民間・公務員)、進学(大学・短大・専門学校)に決定

した生徒から、どのように進路先を決めたか、進路先を決めてから合格(内

定)にいたるまでの取り組みについて、いつ、どのように、何を行ったか、

苦労話などを交えながら発表してもらいました。発表を聞いた在校生、中学

生は、発表者が体験してきた事に耳を傾けながらメモをとり、自分たちの進

路に向けて、どのように進めたら良いか考えを巡らせていました。 

【発表テーマ】 ・｢ＤＡＮＣＥ(子どもたちへのダンス教室)｣   ・｢ヘルシーなお菓子をつくる｣  ・｢見て知ってもらうレシピポスター｣   

            ・｢ネイルアートの楽しさを(福祉ネイル)｣     ・｢高齢者向けスマホ教室｣   ・｢暮らしのお手伝い｣       ・｢香水作り体験会｣  

            ・｢木製アクセサリー～手作りを販売する～｣ ・｢サッカーゴールを作る｣    ・｢廃油ランタン映画館｣   ・｢犬猫用ＴＯＹ｣ 



１月 １日(月) 元日・学校閉庁日・校舎閉鎖 １月21日(日) 
全商情報処理検定 

実用英語技能検定 

１月 ２日(火) 学校閉庁日・校舎閉鎖 １月22日(月) 全商簿記検定講習（～26日） 

１月 ３日(水) 学校閉庁日・校舎閉鎖  １月22日(月) 
学年末考査（3年）～26日 

７時間授業（１・２年）～26日 

１月 ５日(金) 全商簿記検定講習（～12日） １月28日(日) 
全商簿記実務検定 

硬筆書写検定 

１月 ８日(月) 成人の日 １月29日(月) 追考査（～31日） 

１月15日(月) 冬季休業明け全校集会 １月31日(水) ＰＴＡ役員会 

１月16日(火) 身なり挨拶指導週間（～19日）   

 まもなくクリスマスで

す。生徒会の皆さんが生徒

玄関前にクリスマスツリー

と天井に電飾を施してくれ

ました。そのおかげで、学

校はクリスマスの雰囲気と

なりました。 

 12月１日(金)感染症対策を徹底しながら、冬季体育祭

を行いました。今回の体育祭は、新生徒会執行部の企画

による初めての行事です。午前中は、学年対抗で、バス

ケットボール、バドミントン、ドッヂボールを行い、午

後から学年対抗障害物リレー、学年縦割りのチームで、

フットサル、玉入れ、リレーを行いました。それぞれが

楽しみながら競技を行っていました。  

 12月６日（水）２年生が下川町議会主催の「議会モニ

ター」に参加しました。この取り組みは、２年生の科目

「公共」内の、主権者教育の一環としても行われているも

のです。 

 今年は、｢地域に空き地が多いのはなぜか｣、｢地域の施設

で勉強したいが席がすぐ満席になってしまう｣、｢冬になる

と中央橋前の坂道が滑って危ない｣、｢町内公共施設のWi-Fi

設置｣など地域の現状や暮らしの課題、町政についての疑問

などを生徒たちが議員の皆さんの手を借りながら質疑とし

てまとめ、田村町長に直接、答弁をしていただきました。 

 生徒たちは普段は入ることができない議場を見学し、 

臨場感のある議会体験をさせていただいたことで、議会や

まちづくりに対する関心や理解を深めることができまし

た。地域の住民が政治に参加することの意義や重要性を強

く感じることができる良い機会になりました。 

 議員の方々にアドバイスを

いただいて、より良い質疑が

できるよう準備しています。

自分たちの質疑が町政を変え

る可能性があることを意識し

て、真剣に取り組んでいまし

た。  

 実際に質問席に立って、田村町長に答弁を求めました。田村町

長は、生徒たちの質疑に真摯に答弁してくれました。  

 国税庁主催の「税に関する高校生の作文」

にて、１年生伊藤羽沙さんが名寄税務署長賞

を受賞しました。伊藤さんは｢あまり知らな

かった税金のことをインターネットで調べ詳

しく知る機会となった。マイナスのイメージ

を持っていたが、自分たちが生きていく中で

大切なものと感じた｣、｢自分は作文を書くの

が得意ではないと思っていたが、作文で賞を

獲ることができて素直に嬉しい｣と受賞を喜

んでいました。 


